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本日の議論のポイント本日の議論のポイント
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本日の議論のポイント①

●２期区域における質の高いまちづくりの実現

対話のパートナーを選定するための
提案募集の実施 （１段階目）

対話を踏まえ、マスタープランを策定し、

○まちづくりの観点から質が高く、
かつ実現性のある提案を引き
出すため、２段階で提案募集を
実施

○１段階目の募集により、複数
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対話を踏まえ、マスタープランを策定し、
インフラ計画、事業提案募集の条件に反映

事業者を決定する提案募集の実施（２段階目）
２期区域の事業者の決定

○１段階目の募集により、複数
の提案を選定し、その提案者と
の対話を通じて、まちづくりの
マスタープランを作成

○マスタープランを前提に、２段
階目の募集を行い、「みどり」と
一体となったまちづくりを推進す
る事業者を選定

○事業者は質の高い「みどり」の
空間の創出を最優先に、開発用
地を購入し、まちづくりを推進

事業者によるまちづくりの推進



本日の議論のポイント②

●エリアマネジメント組織によるまちの運営

・大規模な「みどり」を含め、民間事業者が主体となって
柔軟にまちを運営
・行政の支援に頼らず、エリアマネジメントに必要な財源
を自ら生み出す工夫を自ら生み出す工夫

・うめきた地区を含む大阪駅周辺地域全体での組織の
設立をめざす
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平成２５年度 準備会の設置、調査検討
平成２６年度 エリアマネジメント本格実施



本日の議論のポイント③

整備計画都市再生安全確保計画

都市再生緊急整備地域 特定都市再生緊急整備地域
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整備計画

都市の国際競争力の強化に必要な都
市開発事業・公共公益施設の整備等
に関する計画

都市再生安全確保計画

大規模地震発生時における滞在者
等の安全確保に向けた計画

都市再生緊急整備協議会

作成



うめきた地区のまちづくりについて
１．うめきた地区の概要

２．２期区域について

３．「みどり」の空間の実現に向けて

①民間提案募集について

②土地の保有について

議論のポイント①

４．都市基盤施設について（道路・鉄道）

５．全体スケジュール

６．エリアマネジメントについて

７．「都市再生安全確保計画」と「整備計画」

①都市再生安全確保計画

②特定都市再生緊急整備地域の整備計画
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議論のポイント③

議論のポイント②



先行開発区域

大阪駅周辺地域の開発状況
①ノースゲートビルディング

②サウスゲートビルディング

⑥うめきた先行開発区域
（グランフロント大阪）

⑦茶屋町地区市街地再開発
（NU Chayamachi・NU Chayamachiプラス）

⑦
⑧阪急百貨店建替

１．うめきた地区の概要

２期区域

先行開発区域

①

②

③
⑤

④

⑥

⑨大阪富国生命ビル建替
⑧

⑨

⑩大阪神ビル建替・
新阪急ビル建替構想

③中央郵便局建替

④ブリーゼタワー ⑤ハービスエント
⑩
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「大阪駅北地区まちづくり基本計画（H16.7)」
世界につながる

関西の広域中枢拠点JR東海道線支線の地下化や新駅設置を図ることに
より、関西国際空港とのアクセスを強化し、東ア
ジア経済圏との交流に対する優位性を確保

都市間鉄道により、関西主要都市と１時
間以内で結ばれる広域中枢拠点

《まちづくりの５つ柱》

世界に誇るゲートウェイづくり

■アジア・世界へのゲートウェイをめざした国際的拠点としての機能
強化と空間形成
・JR東海道線支線地下化・新駅設置による関西国際空港とのアクセス利便性

の向上など、広域交通ターミナル機能の充実

・関西・大阪圏の玄関口として象徴的で風格のある駅前空間の創出

・国際的なビジネス拠点の形成 など

賑わいとふれあいのまちづくり

■人々がまちに集い、賑わい、ふれあい、まちでの活動を楽しむこと

ができるまちづくり、歩行者主体の空間形成
・賑わい軸における華やかで賑わいある空間の創出

・賑わいネットワークなどによる回遊性の高い歩行者動線ネットワークの形成

・人々の交流と賑わいの場を提供する都市機能の集積 など

約60分（約45km）

ソウル

香港

シンガ
ポール

上海

北京

約39分（約53km）

約42分（約49km）

神戸(三宮）

京 都

奈 良和歌山

大阪駅北地区

大 津

約29分（約43km）

約41分（約38km）

約51分（約68km）

約21分（約31km）

大阪駅：４時間３０分
東京駅：５時間２０分

大阪駅：３時間４５分

東京駅：４時間２５分

大阪駅：２時間３５分
東京駅：３時間５５分

大阪駅：７時間００分

東京駅：８時間２５分

大阪駅：２時間２５分
東京駅：３時間２０分

※乗継ぎ時間除く

関西国際空港
学研都市

１．うめきた地区の概要

｢知｣の結節点梅田を拡げる

ＪＲ大阪駅の改良計画とも連携し、周辺の開
発拠点相互のネットワーク化を図り、大阪駅
周辺の歩行者動線の回遊性・連続性を向上

関西に分布・集積する大学・研究機関や産
業拠点等を結び、新産業・新技術の創出や
情報発信を図る

知的創造活動の拠点(ナレッジ･キャピタル) づくり
■新しい産業・技術、文化・価値を生み出し、関西から世界へ発信す

る知的創造拠点（ナレッジ･キャピタル）の形成
・関西のシーズと世界の人材・知識の交流の場

・人の交流による新技術・産業・価値の創出の場

・市場ニーズの把握と開発･商品化のための交流･展示拠点 など

公民連携のまちづくり

■まちの魅力の向上、効率的な運営管理をめざした公民連携による一

体的なまちづくり
・公民協働による水･緑の景の創出や広場の空間形成

・公民連携によるエリアマネージメント組織 など

水と緑あふれる環境づくり

■まちで活動する人々にやすらぎとゆとりを与える水と緑豊かな都市

環境の創出
・シンボル軸における立体的な緑の空間と水のネットワークの主軸の形成

・ストーリー性のある水環境の創出

・多様な緑のネットワークに包まれたまちづくり

・賑わい軸における商業施設と一体となった木漏れ日のある緑の空間の創出

など

 
神戸リサーチ

パーク 

京都リサーチ

パーク 

計画想定地 
（大阪駅北地区） 奈良先端科学技術 

大学院大学 

大阪大学

工学部 

関西大学

工学部 

立命館大学

理工学部 
同志社大学

工学部 

京都大学 
工学部 

神戸大学

工学部 

けいはんな学研都市 

トリヴェール和泉 

大阪市立大学

工学部 
大阪府立大学

工学部 

産業技術総合研究所
関西センター 

大阪工業大学 
工学部 

大阪駅北地区

主なロボット
産業研究機関
の分布

○梅田地区の中核として、開発拠点間の連携強化を図り、周辺地域
へ開発インパクトを波及 《「大梅田地区」の形成》

○東アジア経済圏や関西圏などの国際・広域中枢拠点の形成

ＪＲ新北ビル
イメージ図

ポール ※乗継ぎ時間除く
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・水と緑を大きく取り入れ
る
・ゆとりと風格を持たせる

・建築物の低層部と歩道との
一体性
・華やかで賑わいのある空間シンボル軸

賑わい軸

「大阪駅北地区まちづくり基本計画（H16.7)」 （まちの骨格）

１．うめきた地区の概要

・ゆとりと風格を持たせる
・シンボル性の高い空間

・アメニティ豊かな空間を持つ集い・憩い・交流の場
・人中心の広場

駅前広場
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■エリア設定の考え方

■「グランドデザイン・大阪」が描く都市構造
◆みどりを中心とした都心部の活性化と
効果の波及

○都心部を水とみどりあふれる人中心のま
ちへと変革し、企業活動や暮らしを充実
するとともに、みどりの軸を郊外部へと
伸ばし、周辺山系へとつなげます。

大阪のグランドデザイン（「グランドデザイン大阪（H24.6)」より抜粋）

１．うめきた地区の概要

■エリア設定の考え方
○広域的視点に⽴ったエリア設定
・これまでの都市拠点の開発という視点
ではなく、大都市圏の広域的な視点か
ら都心部の象徴的エリアを設定

○⺠間や地域のポテンシャルを活⽤
・⺠間開発を単発に終わらせず、地域ポ
テンシャルを最大限に活用

○みどりの軸を活かした都市構造へ
・都⼼部を中⼼に東⻄南北⽅向の都市軸
を設定みどりでつなぐ軸線として府域
へ拡大 9



うめきた２期開発区域

うめきた先行開発区域

特定都市再生緊急整備地域
（大阪駅周辺地域 <82ha>）

彩都・阪大・国循Ｃ等
〔吹田市・茨木市・箕面市〕
彩都・阪大・国循Ｃ等

〔吹田市・茨木市・箕面市〕
京都市内地区

神戸医療産業都市

けいはんな学研都市

播磨科学公園都市

関西イノベーション国際戦略総合特区

１．うめきた地区の概要

京大原子炉
〔熊取町〕
京大原子炉
〔熊取町〕

阪神港阪神港
大阪駅周辺

（うめきた等）
大阪駅周辺

（うめきた等）

夢洲・咲洲夢洲・咲洲

関西国際空港
（国際貨物地区）
〔泉南市・田尻町〕

関西国際空港
（国際貨物地区）
〔泉南市・田尻町〕

H23.12 関西イノベーション国際戦略総合特区の指定

H24.  1 特定都市再生緊急整備地域（大阪駅周辺地域）

の指定
都市再生緊急整備地域

特定都市再生緊急整備地域 10



・防災機能を備えた大規模な

「みどり」を確保

・ＪＲ東海道線支線の地下化・新駅

１．うめきた地区の概要

「特定都市再生緊急整備地域」と「関西イノベーション国際戦略総合特区」

の中核拠点として、大阪府・市、経済界が一丸となってまちづくりを推進

・ナレッジキャピタルを核とした

イノベーション創出の拠点

・国際水準の業務・商業・宿泊機能

・官民連携によるグローバル・ベン

【先行開発区域】【２期区域】

うめきた地区

設置などの基盤整備 ・官民連携によるグローバル・ベン

チャーファンドの組成など

大阪、関西の発展を牽引するのみならず、
わが国の国際競争力の強化、国土強靭化に寄与

エリアマネジメント組織によるまちの管理運営
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大規模な「みどり」の空間 都市機能の導入空間

（ⅱ）うめきた地区の空間の考え方
大規模な「みどり｣空間の創出をテーマに、都市機能、広域鉄道インフラ等

交通施設の導入空間を確保

業務・商業、学術・文化、

防災等の都市機能を配置し、

うめきた地区の国際的な
周
辺

１．うめきた地区の概要

鉄道インフラ等交通施設
の導入空間

時代の変化に柔軟
に対応しながら、
大阪・関西の発展を
支え続ける新たな
都市開発モデルの
実現

うめきた地区の国際的な

結節機能を高める

ＪＲ東海道線支線・新駅等

辺
へ
の
波
及
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